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l 本報告書は,高松市教育委員会が高松平野南東部において実施してきた埋蔵文化財調査のうち,未
報告であり,出土遺物等から遺跡の内容が把握できたものを報告するものである。

2 調査地および調査期間は,巻末に掲載した抄録のとおりである。

3 調査および整理作業は,高松市教育委員会が担当した。調査担当者は次のとおりであり,整理作業
および報告書作成は文化部文化振興課文化財専門員川畑聰が担当した。

光専寺山遺跡 :藤井雄三 (文化振興課)
竹元遺跡 :中西克也 (文化振興課非常勤嘱託),末光甲正 (讃岐文化遺産研究会)
高野廃寺 :川畑 聰
本村遺跡 :調査団 (団長小竹一郎)

4 発掘調査から整理作業および報告書執筆を行うにあたつて,下記の関係機関ならびに方からご教
示を得た。記して厚く謝意を表すものである。 (敬称略)
香川県教育委員会,末光甲正

5 挿図として,国土地理院地形図1/2駆醐「高松南部」「川東」および高松市都市計画図1/2500「三谷
l～ 3」 を一部改変して使用した。

本報告の高度値は海抜高を表し,地図以外の方位は磁北を示す。

発掘調査で得られた資料は,一部を除いて,高松市教育委員会で保管している。
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第 1章 地理的・歴史的環境
第 1節 地理的環境

瀬戸内海に北面した香川県のほlF中央に低い山塊に囲まれた高松平野がある。高松平野は西側が南から五

色台へと続く山地,東側が立石山山地によって取り囲まれた東西 2傲m,南北 16kmの範囲に及んでいる。
さらに, この平野は,讃岐山脈から流下し北へ流れて瀬戸内海へ注ぐ香東川をはじめ,本津川・春日川・新
川などによって形成された扇状地でもある。

さて, このうち春日川上流域および新川支流吉田川の中。上流域は,昭和 30～ 41年 まで木田郡山田町と

称していた。高松平野の南東端にあたり,す ぐ南には讃岐山脈が控えており,平地の標高は20～ 50m前後
を測る。西側は讃岐山脈から続く標高255mの上佐山などによって遮られ,東側は小規模な丘陵がのびており,
この間に植田地区の平地が存在し,さ らに春日川や吉田川の扇状地には川島・十川地区の平地が広がっている。

第 2節 歴史的環境

調査地周辺は,古代においては讃岐国山田郡に含まれる。『倭名抄』によれば「殖田」「蘇甲」「池田」「坂本」

といつた郷名が見られ,現在の東・西植田町,十川東・西町,池田町 ,川島本町 ,川島東町に該当すると考
えられている。

これらの地域, とくに第 2図の範囲内において,最古の遺跡は十川東・平田遺跡で,縄文時代草創期の有
舌尖頭器が出土している。本村遺跡では縄文後期の上器片が自然河川から出上し,竹元遺跡では縄文晩期後
半の上坑と自然河川が確認されている。ほかに縄文土器出土を伝える遺跡はあるが,詳細は不明である。

弥生時代の遺跡でもっとも古いのは,光専寺山遺跡である。小丘陵より前期末の上器包含層が確認されてい

る。本村遺跡でも,前期末～後期の上器が自然河川から出土している。中期末から後期初頭に属する中山田遺

跡は,丘陵上に立地する高地性集落で,焼失した痕跡を残す竪穴住居跡や倉庫跡などが検出されるとともに,
分銅形土製品が出上している。通谷遺跡でも中期末の土器が出土するとともに,後期後半の上器棺墓が 7基確

認されている。後期後半に属する竹元遺跡では,竪穴住居跡や大溝・土坑が検出されている。葛谷遺跡も後期
の遺跡で,ベ ッド状遺構を有する竪穴住居跡が検出されているほかに,有茎銅鏃が出上している。円養寺遺跡
では,後期末以降の土器棺墓が4基確認され,切谷遺跡でも後期に属する土器棺群の出土が伝えられている。
十川東・平田遺跡では,後期末の竪穴住居跡・掘立柱建物跡・土坑・溝・自然河川が検出されている。このよ

うに後期になると遺跡数が増加しており, この動向は高松平野中央部と運動しているようである。

次の古墳時代では,集落跡は不明だが,古墳が数多く確認されている。円養寺遺跡では,前期に属する直
径 8～ 30mの円墳 3基が調査されており,粘土床をもつ竪穴式石郭 3基や箱式石棺 1基とともに,銅鏡が
1面出上している。同じ前期と推定される川東 1号墳からは,銅鏡 l面と玉類が昭和 5年に出上しており,
円墳と伝えられる。中期初頭に属する三谷石舟古墳は,全長 88mの巨大な前方後円墳で,高松平野南東部
における盟主墳である。国分寺町鷲ノ山産の李J抜式石構が

後円部に露出している。次いで盟主墳として築造されたの

が,削平された高野九山古墳である。直径約 42mを測る大

型円墳で,幅 10～ 15mの周濠が巡っている。西尾天神社

古墳は,直径 35m,高さ約 4mを測る二段築成の円墳で,
墳頂部に安山岩の板石が認められ,中期後半と推定されて
いる。後期前半に属する尾越古墳は,丘陵頂部に立地する

全長 36mの前方後円墳で,家形埴輪や円筒埴輪の出上が

知られている。大亀古墳群も,尾越古墳と同じ後期前半と

推定される円墳群で,丘陵上に現存 3基,おそらく5基以
上から構成され,円筒埴輪や鉄刀,須恵器が出土している。 第1図 遺跡位置図
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高野南 l号墳からも円筒埴輪片が採集されている。後期後半以降になると,この地域においても横穴式石室

を主体部にもつ古墳が多く築造されるようになる。調査されたものでは,石舟池古墳群でユ基,中山田 3・

4号墳で2基,葛谷遺跡で 1基の古墳が検出されている。未調査だが,上佐山東麓古墳や東植田八幡馬場先 2

号墳では石室が開口しており,東植田八幡馬場先 1号墳も石材が露出している。ほかに,光専寺山中央 。西古
墳,池田合子神社御旅所古墳,本村古墳群などが知られるが,時期・内容ともに実態はよく分かっていない。

古墳以外では,古墳時代後期末～飛`鳥時代に操業していた公測池窯跡群の須恵器窯があり,窯業地域とし
て機能していたことがうかがえる。

飛′島時代になると, この地域においても古墳築造が終焉し,寺院建築が認められる。高野廃寺では,転用
された礎石が確認できるとともに,重弧文軒平瓦をはじめ,主に奈良～平安時代の軒瓦が採集されており,
平安中期の軒丸瓦には淡路国分寺跡出上のものと同文品が見られる。下司廃寺では,塔跡と推定される礎石
をもつ基壇が残されており,周辺からは大和川原寺式の複弁八葉蓮華文軒丸瓦と重弧文軒平瓦,せん仏が出
土している。集落跡としては,西下遺跡で飛鳥～奈良時代の溝・掘立柱建物跡が検出され,露尾遺跡 (十日西
尾遺跡 )で も奈良時代の掘立柱建物跡群と溝が検出されている。平安時代後期と推定される鰹宇神社経塚で

は,銅製経筒が出土している。

鎌倉～室町時代といった中世では,葛谷遺跡で柱穴が検出されている。この葛谷遺跡の近くから甕と備蓄

銭が出土している。図示していないが,松尾廃寺は丘陵上に位置し,鎌倉時代の軒丸瓦が表採されている。

光専寺山遺跡は,その名の示すとおり室町時代に光専寺が建っていたと伝えられており,室町時代頃の遺物
が表採されている。神内家墓地石塔群は,鎌倉時代末期～室町時代にかけての石塔を伴う墳墓群であり,神
内氏の墓地として今も守られている。十川東・平田遺跡では,鎌倉～室町時代の掘立柱建物跡・溝・土坑か
ら構成される小集落が検出されている。

室町時代から始まる戦国期の動乱は, この地域にも及び,数多くの城館が造られている。神内家墓地の造
営集団である神内氏の神内城跡,三谷氏の上佐山城跡・三谷城跡・池田城跡,十河氏の十河城跡,植田氏の

戸田城跡・戸田山城跡・稗田城跡がある。神内 。三谷・十河氏は,植田氏一族の3兄弟とも伝えられ, これ
ら4氏がともに提携して活躍していたようである。その中で,戦国末期に頭角を現したのが十河氏で,阿波
三好氏から養子をもらうことで阿波から讃岐にかけて一大勢力を築くが,土佐長宗我部氏の讃岐侵攻によっ

て,領国からの撤退を余儀なくされる。その後,十河氏は豊臣秀吉の四国平定に従い再び戻ってくるが,九
州戸次川の戦いで当主が討死している。以上の合戦などにより,各氏族はその勢力を失い,城館も廃絶して
いったようである。

江戸時代では,この地域は,生駒家 4代による讃岐一回支配の後,松平家 11代による高松藩領となり,
明治維新を迎えるのである。
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談慧

1高野丸山古墳  2高 野廃寺
6三谷城跡    7通 谷遺跡
10川東 1号墳   11池 田城跡
15中山田遺跡。中山田3・ 4号墳

19切谷遺跡   20円 養寺遺跡
24稗田城跡   25下 司廃寺
29戸田城跡   30九 山古墳
34鰹宇神社経塚 35西尾天神社古墳

3高野南 1・ 2号墳
8上佐山城跡

呵2本村遺跡
16尾越古墳

21神内家墓地石塔群 22神内城跡

4石舟池古墳群    5三 谷石舟古墳
9光専寺山遺跡,光専寺山中央・西古墳
13上佐山東麓古墳   14池 田合子IIH社御旅所古墳
17大亀古墳群 18本村古墳群

23葛谷遺跡

26竹元遺跡
31城池古墳群

36露尾遺跡 37西下遺跡

第2図 周辺主要遺跡位置図 (縮尺1/30,000)

27人幡馬場先古墳群 28戸田山城跡
32公測池窯跡群   33+河 城跡
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第2章 光専寺山遺跡
第 1節 調査

光専寺山は,上佐山の東斜面から突出した直径約 150mを測るほぼ円形の丘陵である。古墳 2基や室町時

代の寺跡伝承が知られ,弥生時代以降の遺物が表採されている。光専寺山で農地整備が計画されたため,昭
和 57年 4月下旬に確認調査を実施した。調査地は,山上の東側耕作地で,頂上付近から一段下りた平坦地
である。2× 2mの トレンチを南北に2列 。東西に3列で計 6本設定し,北東隅をAト レンチと称し,以下
南西トレンチをFト レンチと称している。図面類が所在不明であり,調査担当者の記憶によるしかないが,

Aト レンチ最下部の黒色粘質土から弥生土器がまとまって出土したという。遺物ラベル名からAト レンチは

5層までの分層がされており,第 5層出土遺物が圧倒的に多いことから,Aト レンチ第 5層が弥生土器大量
包含層と考えられる。他にはFト レンチ最下層からも遺物が少量出土している。その後,香川県教委から昭
和 58年に刊行された『新編 香川叢書 考古篇』に一部が紹介され,調査面積は約 20だで,表土より1.5m下
で厚さ50cmの包含層を確認したと記述されており,こ れがAト レンチ第 5層 と考えられる。なお,明確な

遺構は確認されていない。

第 2節 遺物

第 4図はAト レンチ出土遺物のうち層位が明らかなもので, 1は第 2層 , 2・ 3は第 3層,4～ 12は第
5層出上のものである。 1・ 2は弥生土器甕で,多条のヘラ描き直線文を体部に施すもので,前期末のもの
である。 3は土師質土器椀の底部で,中世のものである。 4・ 5は弥生土器壼で,体部に4は只占付突帯文 3条 ,

5はヘラ描き直線文 3条を施しており,前期末のものである。 6～ 8は弥生土器甕で, 8の体部には6条の
ヘラ描き直線文が施されており,前期末のものである。 9,10は弥生土器の底部である。11は いぶし瓦の

九瓦で,凹面に布目が残る小型のもので,室町時代のものと想定される。12は土師質土器釜で,口縁部と

鍔が退化しており,16世紀のものと想定される。

第 5図は, Fト レンチ最下層出土遺物で,13～ 16は弥生土器,17は瓦器椀である。13・ 14は高杯で,14
の口縁部外面には凹線 3条が施される。15は甕の体部で,叩 き痕が残されている。16は小型鉢で,内面に

横方向のハケが施されている。これらは弥生後期のものである。17の瓦器椀は,内面にやや疎らなヘラミ

ガキが認められ,13～ 14世紀のものと想定される。

第 6・ 7図は注記のない弥生土器だが,大半が F香川叢書』に図面が掲載されている資料で,調査時の状況
よりAト レンチ第 5層から出上したものと考えられる。18～ 20は壷で,18の頸部にはヘラ描き直線文 4条を,

19の頸部には貼付突帯文 2条を施している。21～ 23は奏で,逆 L字口縁のものである。21の体部には櫛描き
の直線文 15条・波状文 3条・直線文 11条が施されている。22

の口縁端部には刻目文が,体部にはヘラ描き直線文 10条が施

されている。23は無文である。孵 は逆 L字口縁の鉢で,体部
上半に把手がつく。これら弥生土器は,21に櫛描き直線文が

認められることから,前期末～中期初頭のものと考えられる。

第 8図は表採遺物である。26・ 27は弥生土器奏で,前期末

のものである。28は須恵器の小型壷で,備前焼の可能性があ
る。29'30は土師質土器皿で,口径 8.8～ 9.Ocmを測り,12～ l
13世紀のものと考えられる。31は土師質土器鋼である。32は 手
龍泉窯系青磁碗で,錆蓮弁が施されており13世紀のものであ
る。33はいぶし瓦の九瓦で,凹面に布目が残る。34は打製石

器の刃器,35は磨製石器の柱状石斧で,弥生時代のものである。

μ
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第3図 光専寺山遺跡 調査地位置図
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第5図 光専寺山遺跡 Fト レンチ最下層出土遺物実測図 (縮尺1/4)
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暴 器 種 調  整 色  調 胎  土 備   考

1
塞

(47)
卜画 1下却 :ゲブ 種 bYК 6/6

外面体部 :ヘラ描き直線文6条

2
弥 生 土器
碁

Ⅲ面 :イこぶヤ`褐7 5YR5/3
牛面体部 :ヘラ描き直線文8条

3
土 HII輿 土器
続 石 力 合 濁

弥生上器 ア
ギ

ア

＋

ιmmメ ドのIH央 振
百歩合すo 外面体部 :貼付突帯文3条

5
弥 生 上喬
書

:mm以 卜の石英奮
十面体部 :ヘラ描き直線文3条

6
弥生土器
甕

付面 日夙都 :ヨヨナデ
面

面
にぶい赤褐5YR4/3
にぶい黄褐 10YR6/4

lmm以 下の石英嬉
石を含む

弥生 上器
恋 (22)

卜山 口 家郡 :ナテ 十向 :黒猾 5YR2/1

8 中奉
Ⅲ向 :にふ 立`東種 lυ Y酌 /1

外面体部 :ヘラ描き直線文6条

9
弥生 土器 Ⅲ面 :イこホい褐7 5YR5/4

卵生 主器
直蔀

11 丸 瓦
長

【
幅
鰤

mm必 ドの ね 共・芸 ぶヽし瓦

主HHJ質土器 卜面 口 家司
`:狛

奮滅

13 埼林
伍

一日

家郡 :摩顔 Ⅲ画 :使うYW/0

14
弥生土器

高杯

卜面日縁都 :摩減
句面日縁部 :ヨヨナデ

■面 :にぶい赤褐5YR4/4

～
面 :暗赤褐5YR3/4

石・角閃石・雲母を 外面口縁部 :凹線3条

弥生土器
甕

卜面底部 :叩き痕
勺面底部 :ナデ

面

面
1こぶい橙7 5YR6/4

褐灰7 5YR4/1
石・角閃石・雲母を

16
弥生土器
鉢

面

面
摩滅
横方向のハク

面

面
灰褐7 5YR4/2

黒褐7 5YR3/1
石・角閃石・雲母を

17 酷
脇

笞

18
弥生土器

(95)
卜画 日稼郡 :ヨヨナア

体部 :横方向のヘラミガキ ?
面

面
1こぶい橙5YR7/3
1こぶヤヽ橙5YR7/3

4mm以 下の石英・振
石を含む

朴面頸部 :ヘラ描き直線文4条

器牡
士盟

弥
270 (120)

卜面日

勺面 日

部
部

部

ヨヨナデ

縦方向のハケ
ヨコナデ

面

面
灰 白げ YR8/2

つて自10YR8/2
3mm以 下の石英・振
石を含む

十面頸部 :貝占付突帯文2条

弥 生上器
(233)

面

市
赤褐 10R4/4

弥生土器
甕

220
十面口縁都 :摩滅
体部 :維方向のハケ

句面   :摩 滅
牛面 :灰 自25Y7/2
付面 :灰 白25Y3/1

5mm以 下の石英 振
石を含む

Ⅲ向体剤
`:櫛
硝き直緑文15条

櫛描き波状文 8条

櫛描き直線文H条

弥生土器

甕
(180)

卜向日稼部 :ヨコナテ

体部 :磨滅
■面 :にぶいイ登7 5YR7/3

付面 :1こぶヤヽ橙7 5YR7/3
3mm以 下の石英 振
石を含む

十面口縁端部 :刻 目文
体部 :ヘラ描き直線文10条

弥生上器
(133) 体部 :縦方向のハケ

卜画 :にか い種 Z OYヽ 0/3 !mm黙 ドの4H央 振
百″合すo 勺面体部 :接合痕

弥生土器
鉢

(155)
卜向 日稼 部 !指頭に 反 ,ヨヨナテ

体部:外め方向のヘラナデ
面

面
灰 自25Y3/2
灰 自25Y8/2

5mm以 下の石英・涙
石を含む

勺外面体部 :黒班

弥生 土器
(100)

辣

沿

摩

跡

画

雨

,mm黙 ドの IH央 振
百″合すo

卵仁 土器
惑

卜向 日 ス部 :摩蕨 mm以 下¢)石英 事 朴面口縁端部 :刻 ロズ

弥生土器
奉 (32)

卜向 :摩顔 種イbYRr/6
外面体部 :ヘラ描き直線文3条

察恵器 Ⅲ面 :貢灰25Y5/1
督 篇前焼 ?

土 印 箕 二 番
71 卜向 :険種 5YR3/4

土帥質上器 42

31
土師質土器
鍋

卜画日

付面 口

羨澤 :ヨヨナテ

本部 :横方向のハケ

象部 :ヨヨナデ

面

面
灰褐7 5YR4/2

1こぶヤヽ褐7 5YR5/4
2mm以 下の石英・i
石・角閃石を含む

誡
縮

(26) 啓

丸 瓦
長

９

昌

ｎ ぶヽし瓦

打製 石器 長

ハ

厚

ｉ
サヌカイト 重さ■70g

磨裂 ね器
経 滑万 舎

長

＝

県

４ 牛岩 重さ:28038

第1表 光専寺山追跡 出土遺物観察表
第 3節 まとめ

Aト レンチ第 5層から出上した遺物は,ほぼ弥生時代前期末～中期初頭のものに限られ,当該時期の上器

研究を考える上で良好な包含層といえる。ただし,一部に室町時代の遺物が認められ, これら新しい時期の

遺物が混入した可能性がある。今後は,第 5層の時期や性格を明確にするには, より広い面積の調査が必要
である。また,Fト レンチでは弥生後期の遺物が認められ,当該期の遺跡であることも今回明らかとなった。
さらに,表採のものも含め鎌倉～室町時代の上器や瓦は,伝承どおり当該期の寺院跡がある可能性を示すも
のであり注目できる。

-7-



第3章 竹元遺跡
第 1節 調査

竹元遺跡は,朝倉川南岸の段丘崖上に立地する。県道塩江屋島西線の拡幅工事に伴い,平成 5・ 8年度に

香川県教育委員会により発掘調査が実施されるとともに,平成 5年度には本市教委により消防屯所建築工事
に伴い試掘調査が実施されている。これらの調査の結果,平成 8年度第I調査区より北側において遺構・遺
物が認められ,第 2遺構面では縄文晩期～弥生前期の自然河川・土坑,第 1遺構面では弥生後期中葉の竪穴
住居跡・土坑・溝が検出されている。なお,調査区より北側は段丘崖となっており,朝倉川の浸食を受けて
いるものと考えられる。これら調査より遡ること昭和 62年夏において,台風による土砂崩れが県道東側で

発生し,その際に弥生土器がまとまって出土した。この報告を受けて,本市教委は現地に赴き,出土遺物の

採集を行った。その後,県教委刊行の『下川津遺跡』で,出土土器の一部が紹介されている。

第 2節 遺物

弥生土器が 252相当コンテナで 1箱分出上し,図化したのが第 10図の 31点である。このうち,15点 は『下

川津遺跡』で紹介されていたものである。 1～ 10は甕で,口顎部は「く」の字形に強くまたは緩く屈曲し,

体部は球形で,中にはやや肩が張るものもある。体部外面の調整は,縦または斜め方向のハケが多いが,叩
き痕を留めるものもある。 6では体部外面下半はヘラミガキ調整である。11～ 13は広口壼で,口縁部が横

方向に広く開く。14～ 17は高杯で,強い横ナデで外反する口縁部に,杯部には密なヘラミガキが施されて
いる。脚部はラッパ状に開き,穿孔が見られる。18～ 20は小型の鉢である。21～ 23は大型の鉢で,浅い

球形の体部をもつものである。24・ 25は製塩土器で,短い脚部を付け,体部外面の調整はヘラケズリである。
26～ 31は底部の破片で,平底気味のものが多いが,個体によっては球形のものも見られる。これら土器の

うち,胎上に角閃石を含み,茶系統の色彩を呈する「下川津B類土器」と呼ばれるものは,図示した 31点

中 15点認められる。ただし,『下川津遺跡』では,竹元遺跡出土土器の総数は破片も含めると605点あり,
そのうち 34%が B類土器であるという伏久保1990oま た,こ れら弥生土器の所属時期については,『下川津遺跡』
では下川津正式～Ⅲ式新段階とされており,弥生時代後期中葉にあたる。

第 3節 まとめ

昭和 62年度における竹元遺跡出土の弥生土器は,上砂崩れによる表採資料でありながら,時期的にはま
とまってお り評価できる。ただし,遺構との関連付けは難しい。平成 5年度の県教委の調査では,弥生後

期大溝の延長上に出土地点があることが指摘されたが,平成 8年度の県埋文センターの調査では,新たに
SD01～ 03が検出され, これら溝群とも近接 した位置関係にあり,現時点では出土遺構を判断するのは困難
である。また,後世の開発等で出土地付近は削平されており,今後の調査でも遺構が確認できるかどうかは

分からない。しかしながら,県道西側だけでなく東側においても竹元遺跡が広がることが, これら弥生土器
の出上で証明でき,今後は竹元遺跡が東西にどこまで広がるか確認する必要がある。

参考文献

大久保徹也 1990「下川津遺跡における弥生時代後期から古墳時代前半の上器について」『瀬戸夫橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

書Ⅷ 下川津遺跡』香川県教育委員会ほか
片桐孝浩 2006『県道屋島西線道路局部改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 竹元遺跡』香川県教育委員会
國木健司 1994「竹元遺跡」「香川県埋蔵文化財調査年報 平成5年度』香川県教育委員会
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第9図 竹元遺跡 調査地位置図 (縮尺1/500,片桐2006より転載・一部改変)
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第10図 竹元遺跡 出土遺物実測図 (縮尺1/4,1・ 2・ 4・ 6～ 13・ 18・ 20・ 26・ 27は大久保1990より転載)
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告

与

報

番 器 種 調  整 色  調 胎  土 備  考

1
弥生土器
甕

(51)
体部 :横方向のハク

勺面日縁部 :ヨヨナデ
外面 :赤褐5YR4/6
内面 :にぶい赤褐5YR5/4

4mm以下の石英 長
石を含む

2
弥生土器
甕

122 (54)
体部 :H「き痕,縦方向のハケ

勺面日縁部 :横方向のハケ

面

面

外
内
褐7 5YR4/6
明赤褐5YR5/6

5mm以下の石英・長
石を含む

付面体部 :接合痕

8
弥生土器
甕

体部:斜め方向のハケ
勺面日縁部:ヨヨナデ

外面 :浅黄橙 10YR8/3
内面 :灰 白10YR8/1

lmm以下の石英・長
石を含む

4
弥生土器
甕

140 (100)

Ⅲ回 日稼 那 :ヨヨア ナ

体部 :縦方向のハケ
勺面日縁部 :ヨヨナデ

朴面 :明褐7 5YR5/6
勺面 :褐灰75Y馳/1

3mm以下の石英・長
石を含む

弥生土器
甕

128)
外面日縁部 :縦方向のハケ
内面口縁部 :横方向のハケ

外面 1暗赤褐2 5YR3/6
内面 :明赤褐2 5YR5/6

lmm以 卜の石栗 f
石・角閃石・雲母を

6
弥生土器
甕

(155)

朴面日類部 :ヨヨナア

体部下半 :縦方向のヘラミガキ

勺面 日顎部 :ヨヨナデ

体部上半 :指頭圧痕

面

面

外

内
にぶい黄褐10YR5/3

灰黄褐 10YR5/2

2mm以下の石英 長
石・角閃石・雲母を
含む

卜面体部下半 :煤付着

7
弥生土器
甕

体部 :摩滅
勺面口縁部 :ヨヨナデ

面

面

外

内
褐灰 10YR5/1
褐灰 10YR6/1

2mm以下の石英 長
石を含む

8
弥生土器
甕

(73)
体部 :指頚圧痕

勺面口縁部 :ヨヨナデ

面

面

外
内
掲灰10YR5/1

褐灰10YR6/1
51m4以下の石英・長
石を含む

勺面体部 :接合痕

弥生土器
甕

11 4 G9) 体部:縦方向のハケ
蒋面口縁部:ヨヨナデ

面

面

外

内
にぶラヽオ登7 5YR6/4
褐灰7 5YR4/1

2mm以下の石英・摂
石を含む

句面体部 :接合痕

弥生土器
甕

(38)
体部 :叩き痕,横方向のハケ

～
面口縁部 :ヨヨナデ

牛面 :明褐7 5YR5/6
勺面 :明褐7 5YR5/6

2mm以下の石英・摂
石を含む

弥生土器
広日壺

(32) 頸部 !縦方向のハケ
外面 :明赤褐5YR5/6
内面 :明赤褐5YR5/6

石・角閃石・雲母を

弥生土器
広 口壺

小面口縁部 :ヨコナデ
勺面口縁部 :ヨヨナデ

牛面 :にぶい赤褐5YR4/4
勺面 :イこぶ�ヽ褐7 5VR5/3

2mm以下の石英・摂
石・角閃石・雲母を

13
弥生土器
広 口壺

146 付面口頸部 |ヨコナデ
牛面 :にぶい褐7 5YR5/3
勺面 :にぶい赤褐 5Y黒 5/4

石・角閃石・雲母を

14
齢
杯
生
高
弥

(56)

Ⅲ薗称部上半 :ヨヨナア
杯部下半 :横方向のヘラケズジ
勺面杯部上半 :ヨヨナデ

牛面 :にぶい褐 7 5VR5/6
勺面 :1こぶい褐 7 5YR5/6

lmm以 下の石英・摂
石・角閃石・雲母を
含む

弥生土器
高杯

脚部 :縦方向のヘラミガキ
面ヽ杯部 :4方向のヘラミガキ

牛面:明赤褐2 5YR5/6

～
面:明赤褐2 5YR5/6

4mm以下の石英・振
石・角閃石・雲母を

含む

弥生土器
高杯

牛面捧 滅
勺面 :摩滅

面

面
1こぶい褐7 5YR5/4
1こぶヤ`褐7 5YR5/4

石・角閃石・雲母を 卸部 :円 子Ll個

17
弥生土器

高杯

面

面
摩滅
横方向のヘラケズリ

小面 :明赤褐5YR5/6
勺面 :明赤褐5YR5/6

石・角閃石・雲母を 側部 :円子L2個

獅生 土希
伝

122
杓面 結 ★ 由 の ハ ル

朴向 :灰 束衡 10YR5/2 2mm以下の石粟・振
外面 :黒班

弥生土器
鉢

116 体部 :ナデ
付面口縁部 :ヨコナデ

7rtt iにかい東種
'5YR7/4
勺面

'こ

ぶい黄橙

lmm以 下の石英 振
石を含む

弥生土器
鉄

54
杓面 :潜★ 由のハケ

朴曲 :ル(貢掏 10YR5/2
ん面 康苦楊 1∩vPs/, 外面底部 :黒班

21
弥生土器

鉢
体部 :縦方向のハケ

村面口縁部 |ヨコナデ
小面 :にぶい黄橙10YR7/3
勺面 :にボい黄橙10YR6/3

lmm以 下の石英 摂
石を含む

弥生土器
鉄

体都 :斜め方向のハケ
村面日縁部 :ヨコナデ

Ⅲ面 iにぶヤヽオ登7 5YR6/4
勺面 :1こぶい橙7 5YR7/4

lmm以 下の石英・摂
石を含む

弥生土器

鉢

↑向日縁郡 :宿唄庄及 ,ヨコナア

村面 日縁部 :ヨコナデ
依蔀 :斜あ芳面のハケ

Ⅲ向 :に奉い東橙10YR6/t
村面 :にぶい黄橙 石・角閃石・雲母を 外面体部 :接合痕

弥生土器
製塩土器

脚音
村面体菩
指頭圧痕
ナデ

4面 :にぶい黄橙10YR7/3
村面 Iにボい黄橙 ltlYR7/4

lmm以下の石英・摂
石・角閃石・雲母を
含む

弥生土器
製塩土器

色 2)
脚音
村面体吉
指頭圧痕
ナデ

■面:にぶい褐7 5YR5/4
付面:明褐7 5YR5/6

lmm以 下の石英・;
石・角閃石・雲母を
含む

弥生土器

底部
44

+面体部 :縦方向のハケ
勺面体部 :縦方向のヘラケズリ

十面 :褐 7 5YR4/3

勺面 :にぶい斎橙10VR6/4
石・角閃石・雲母を 勺外面 :煤付着

27
弥生土器

底部

牛面体部 !縦方向のハケ
勺面体部 :指頭圧痕,縦方向のベラケズリ

十面 :にぶい赤褐5YR5/4
付面 :イこぶ�ヽ褐7 5YR5/4

石・角閃石・雲母を 勺外面 :媒付着

弥生土器

底部
牛面 :摩滅
勺面 :横方向のハケ

面

面
イこぶ�ヽ橙7 5YR7/4
イこぶ�ヽ橙7 5YR7/4 石

・角閃石・雲母を

弥生上器
廣部 角面 結 ★ 山 の ハ ケ

lmmメ トσ)石央奪

弥生土器
底部

小面 :ナデ,縦方向のハケ
勺面 :斜め方向のハケ

面

面
にぶい黄橙10YR73
灰黄褐10VR6/2

石・角閃石・雲母を

31
弥 年 二器
廣蔀 h面 魯あ★商のハル・締十デ

第2表 竹元遺跡 出土遺物観察表
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第4章 高野廃寺
第 1節 調査

平成 18年 8月 28日 ,高野廃寺が所在する丹生神社境内において,手洗鉢覆屋の建築工事をしている際に
瓦が出ていると本市教委に通報があった。これを受け丹生神社に赴いたところ,本殿から南東方向にあたる

境内端において,基礎部分の掘削工事が終わり,その横に廃上が盛られていた状態で現場が確認でき,廃土
には瓦片が混じっていた。掘削範囲は,南北 90cm× 東西 2m60cmの 長方形をlm間隔で南北に2つ並べた
形であり,掘削深度は 50cmであった。掘削された壁面を観察すると,地表から約 30cmま では花聞上の盛上で,

その下に灰褐色シルト質極細砂の遺物包含層が確認された。ただし,掘削が包含層内に留まっていることか

ら,遺構は確認されなかった。事業主である氏子総代と協議をした結果, これ以上の掘削を行わず遺構を保
護するとともに,廃上の遺物を収集することで合意した。廃土からは,平瓦片および九瓦片を主体として,
軒平瓦および土師器・須恵器の上器片が少量出土し,25之 コンテナ4箱分を数えた。

第 2節 遺物

出土遺物のうち図化したのは5点である。 1は須恵器奏の体部で,外面に平行日の叩き痕が見られる。2は

土師器奏で,やや開く直立した口縁部で,頸部内面と口縁端部に横方向のハケが見られる。3は土師質土器皿の

底部である。4は土師質土器釜の脚部である。5は軒平瓦で,高野廃寺 KY202と分類したものである伽1畑 19900

瓦当文様は上区に線鋸歯文,内区に連弧文,下区に変形唐草文を配している。この唐草文は,オ リジナルは

偏向唐草文だったものが,均整唐草文の影響を受けて,向って右に4回 ,左に2回反転している。勝賀廃寺
や百相廃寺出上の軒平瓦に祖形が求められ,藤原宮式が大きく崩れたものと想定される。緩い曲線顎で,凹
凸両面とも瓦当側は不定方向のナデ調整だが,尻側の凹面には布目と模骨痕,凸面には縄目叩き痕が残る。

凸面の瓦当から7.5cmの箇所には,部分的に幅 2.5cmの赤色顔料を塗布した痕跡が横方向に残っていることか
ら,建築部材に塗った赤色顔料が軒瓦下面にも付着したものと考えられる。この赤色顔料は,他の個体で実
施した蛍光X線分析よリベンガラ(酸化鉄 )であることが判明しているoll畑 1994)。 軒平瓦の年代は,文様や形態・

調整から8世紀代のものと考えられる。

第 3節 まとめ

今回の調査地′点は,丹生神社本殿南東側の境内端にあたる。本殿東側おそらく本殿と今回の調査地点の間

付近において,昭和 20年 1月 20日 にも掘削されており,今回出上したのと同じ軒平瓦や,こ れと組み合う
軒九瓦が出土している。おそらく本殿東側には,瓦溜など

の遺構や良好な包含層が埋没している可能性が高く,今後
は丹生神社境内地における確認調査等が必要であろう。

参考文献
川畑聰 1994「資料紹介」『高松市歴史資料館年報 平成 4年度～ 5年度

No l』 高松市歴史資料館

川畑聰1996『第11回特別展 讃岐の古瓦展J高松市歴史資料範 卜‐‥″一＝‐ｉｔ十一
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第11図 高野廃寺 調査地位置図
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第12図 高野廃寺 出土遺物実測図 (縮尺1/41

第3表 高野廃寺 出土遺物観察表

0        10cm

二
日
暑

報

丞 器 種 調  整 色  調 胎  土 備  考

1
察 聯
碁

ホ面体部:平行日の叩き反 外面 :灰 5Y6/1
内面 〔反苦25V6/2

2
主 H叩ネ岳
落 (36)

丙面 Π緩 歎 結 ナ 面 の ハ ″

lmmメ ドの石英娠

3
上帥質土器
II

(10)
本画 ほ 灘∫:アア 朴画 :にかい0イ うYК mmメ ドのね 央 娠

主帥賃 上器
外面脚部:ナデ 外面 :にぶい黄褐 10YR5/3

lmm以下の石英装

5 軒平瓦 鋲
ｍ

幅

４２

厚

生
後部 :布 目(尻部まで)
当面前部 :不定方向のナデ

』面 :灰 75Y6/1
当面 :灰 75Y6/1

mm以 下の石英。長
Sを含む

延形偏行唐草文
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第 5章 本村遺跡
第 1節 調査の概要

本村遺跡の発掘調査は,高松市池田町において計画された市道拡幅工事に伴い昭和 48年に実施されたもの

だが,当時の本市には文化財専門員が不在であったため,本市文化財保護委員であった小竹一郎氏を団長と

して結成された調査団に委託する形で実施された。調査期間は9月 10日 から10月 3日 までで,その後は整

理および概報作成が実施された。ただし,概報は手書きのもので,調査団より市教委へ提出されたままであり,

現在のように刊行物として広く周知されなかった。そのため,この概報 1冊のみが本市教委に残されただけで,

調査団から市狭委へ提出を受けたはずの出土遺物も長い年月の間に所在不明となっている。そこで,概報を

今回刊行物として広く周知することにより,埋蔵文化財の記録保存を図るものである。なお,掲載にあたっ

ては「周辺の遺跡」部分など一部を省略するとともに,挿図を再トレースして版組み等も変更している。

向かう一線上に, 5区 にあっては,特 に
北壁寄りに遺物が多数出土。

9月 16日 4区,5区 ,南半部 トレンチ間の上砂除去。
遺物分布状況記入。

9月 17日 6区, トレンチ間,土砂除去。遺物出土
状況記入。

9月 18日 7区, トレンチ間,土砂除去。遺物の出
土状況記入。

高松市池田町本村 1179番地の地籍にある。上佐山東  9月 19日 7区 ,深 さ2.Omま で順次土砂除去。セク
南麓で,山麓から春日川上流の川端に向って,東南方      シヨン作製,遺物の出土状況記入。
に突出した舌状の丘上にある。標高は鉤m余,比高は 9月 20日 6区について前日と同様の作業を行う。
春日川堤から5mにみたない丘である。遺跡の四周は 9月 21日 5区について前日と同様の作業を行う。
水田が開け,その間に民家が点在している。       9月 22日 4区について前日と同様の作業を行う。
(省略)                  9月 23日 3区について前日と同様の作業を行う。

鍵瘍Я蟹禦業を辱阜|こ執
獅づえ譲F系 亀幣目鍮灌垢姐 Ⅲ鞠 蜜著写社
昭和 48年 4月 下      ザ~で掘出した上を埋め戻 し, もとの状

旬,安部藤夫氏が調査地横を試掘した時も弥生後期      況に整地。現場の発掘作業を終わり,出
の上器片等を発見∝1),弥生時代遺物包含層のある      土遺物並びに調査結果の整理に入る。
ことが確かめられ,道路予定地が道路になる前に本
格的な調査が待たれていたのである。        三.遺物包含層と出土状況

高松市池田町 本村遺跡調査概報

遺跡所在地 高松市池田町本村 1179番地
調査担当  高松市教育委員会
調査期間  自昭和 48年 9月 10日

至昭和 48年 10月 3日

―.位 置と周辺の遺跡

二.調査日誌
この調査の作業は,昭和 48年 9月 10日 に始まり,
同年 10月 3日 に終わった。その間の進行状況の大略
をしるす。
9月 11日 調査開始。発掘調査の範囲を定め,ブルドー

ザーで耕上を取除く。明日からの作業打ち

合わせ。

9月 12日 発掘調査区域 =幅5m(南北)長さ28m
(東西)の広さを,深さ70cmま で土砂除去
作業。作業場にテント設営。

9月 13日 調査区域とその周辺測量。東西を4m毎に
7区画に分け,西方より1.2.34.5.6.7の番号
をつける。左右のセクシヨン作製。土層
の重なり,遺物の出土状況を記入。東西
に幅50cm深 さ30cmの トレンチ 3条作製。
土砂除去。遺物出土状況記入。

9月 14日 前日のトレンチ及び左右セクション作製等
続行。本日より上砂除去にベル ト・コン
ベアー使用。

調査地の上層の状況は,第 15図の通り,地表部の
1.耕土層から,2.砂質褐色土層,3.砂質黒色土層 ,

4.砂質褐色土層, 5,砂質黄褐色土層, 6.細砂層 ,

7.白色細砂層, 8.白色粗砂層, 9.粗砂層…と重っ
ていて,こ の厚さは 200cmあ るが,場所によっては
中間の幾つかの上層を欠いていたり,又幾つかの上
層が複雑に入り乱れたりしている。

遺物包含層は, 2の砂質褐色土層と9の粗砂層に換
まれた (3.4.5.6.7.81帯 状の地帯である。この遺物包含層
の深さ,厚さは一様ではなく,かなりの深浅,広狭の
違いがみられる。即ち 1区は地表から50cmの所から
100cmに わたる50clnの 厚さ, 2区 は 70cln,3区 は
90cln,4区は 110cln,5区 は場所によって一様ではな
いが,一番厚い所で 130cmで ある。 6区は地表から
60cmの所から 150clnに わたる90cmの厚さ,7区は
薄いところでは30cm,厚い所で11 80clnと ,著 しい差
を示している。この様に遺物包含層は, 1区から2区
3区 4区と次第に厚さを増して, 4区の一番厚いとこ
ろでは 110clnに及んでいる。この区間の上層は極め

て整然として安定した状態がみられる。

9月 15日 4区, 5区 ,北半部 トレンチ間の上砂除  次に5区 6区 7区の遺物包含層は,薄い所では僅
去。 4区にあっては南西隅から北東隅に  かに30cmか ら一番厚い所では 130cmと ,不規則に
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厚薄の変化を示 しているとともに包含層内の

上層も複雑に入り乱れた状態がみられる。遺物
の出土状況は,1区,2区,3区は何れも数点
にとどまったが, 4区からは一挙に数百点に急
増し, 5区 , 6区 とその数を増して 7区では最
も多量に出上した。今回の調査で得たこれ等出

土遺物の総点数は 3000点 を越えている。
遺物は,遺物包含層の中で地表から 100cm
から 180cmの 間で出上した物が大部分を占め
ているので, この地帯が遺物の集中的な包含帯
と言えるであろう。その他の部分からは,散発
的に発見される状況であつた。なお,遺物の集
中的な包含状態は,地表からの深さにおいて上
記のような特定の範囲が見られると同時に,場
所的にもその傾向がみられた。
即ち, 4区 にあっては南西隅から北東隅に向
かう一直線上に遺物が集中し,5区,6区にあっ
ては北半部,特に北壁寄りに, 7区にあっては
北壁並びに東壁寄りに遺物が集中していた。遺
物の内容による出土状況の傾向としては,石器
及び縄文式上器片は,集中的な包含場所は見ら
れず,散発的に一個ずつ出上し,弥生式上器は,
時代的に異なる物も前記の集中的に包含された

場所に複合混在していた。

四.出土遺物
今回の調査で得られた遺物は,石器,鉄器,

土器の各種に亘っている。中でも土器は最も多
く,器型も奏,壼,高杯,鉢,器台等,多様
で,完形 2点をはじめ一片の破片までその点数
は3000点 を越える豊富さである。又, これ等
の遺物は,同一時代のものではなく最も古いも
のは,縄文時代のものから弥生前期,中期,後
期の永い年代に亘る遺物が複合している。
次に,主要遺物一覧表 (第 4表)を掲げて,

特徴的な遺物を示すこととする。

五.結語
この度の発掘調査は,道路予定地の幅 5.Om,
長さ28.Omと いう限られた範囲であつたが,

量的に3000点 を越えるという豊富な出土遺物
を得,質的に縄文時代から弥生前期,中期,後
期に亘る複合した遺物である点から,讃岐先史
時代の解明に貴重な資料を得,大きな成果を挙
げた。
その最大の収穫は,縄文時代土器片数点を得
たことで,これによって讃岐の内陸部において
初めて縄文時代文化の跡が実証できることに
なった。
讃岐では,現在までに縄文遺跡が 20ケ所知
られているが,それ等は何れも海岸に近いとこ
ろと島嶼部に限られ,内陸部ではほとんどその
例を見ない。
今回の調査で,かなり内陸部の池田町本村遺
跡から,縄文時代遺物が発見できたことは,讃
岐では縄文文化の跡は,海岸に近いところと島
嶼部に限られると考えられていた趨勢を覆す
に足る貴重な収穫である。

番号 遺物/種別 遺物の大きさ等 区画

石器の部

1 百鏃 (打製) 長 さ1 5cm 巾1. lcm 厚さ0.25cm 3

2 百鏃 (打製) 長さ2 0clll 巾1.Oclll 享さ0.25cn 6

3 百鏃 (打製) 長 さ3.4clll 巾2.5cm 享さ0.4clll 7

4 百庖丁 (打製) 長さ7.5clll 巾3.5cm 軍さ0 7cm 7

鉄器の部

5 鉄鏃 長さ5,4clll 直径 1.2clll 6

縄文土器の部

6 縄文土器片 長さ11.Oclll 巾4.5cll 6

弥生式土器の部  A.甕
7 甕 (底部欠 ) 口径 13.2clll 7

8 甕 (底部欠) 口径 24.4clll 6

9 甕 (底部久 ) 口径29,2clll 5

B.壺
0 壺 (底部久 ) 口径 1 0cm 7

壺 (底部欠) 口径 4.Ocm

2 壺 完形 口径 4.5clll 高 さ19.Ocm 医径 5,Ocm 7

3 壺 完形 口径 3.Oclll 高さ21.Oclll 嘆径5.5clll 7

4 壺 (底部欠 口径 3.2clll 7

5 壺 (底部欠 口径 4.2clll 7

6 壺 (底部欠 口径 50c皿 7

7 壺 (底部欠 口径 50cm 7

8 壺 (底部欠 口径 50c皿 5

9 壺 (底部久) 口径 2 0clll 5

壺 (底部欠 口径 14 0clll 5

壷 (底部欠 口径 14 2clll 7

壷 (底部欠 口径 15,Ocm 7

壺 (口縁久 嵐径4.Oclll

壺 (口縁欠 嵐雀ζ4.Oclll 7

壺 (口 縁久 ミ径5.4cll 7

壺 (口縁欠 ミ径 5,Oclll 7

壺 (口 縁欠 嵐径 5 5clll

壺 (口 縁部) 口径 21 0clll

壷 (首都 ) 口雀ヨ18 0clll

壺 (口 縁部) 口雀:14.4clll

壷 (口 縁部 ) 口径 21.Oclll 7

壺 (口 縁部) 口径 19.Oclll

壺 (首部) 口径 15.8cm 首の長さ12.Oclll 7

壺 (首部) 口径 18.Oclll 7

C 高イ
司不 (台 と
パの一部 )

台の底径

3 0cm
台の高 さ
〕Ocm

葛イ (杯 と
台の一部 )

称 口稼 陣町益

19.5clll
深さ4 7cm 7

不

（

一島

蝋
(不の
Ⅲ

添口縁巨径
″4 0rm 深 さ5.Oclll

葛郷 (ほぼ
幕形Ⅲ

称 口稼 直 4圭

30.Oclll
深さ7.Ocm

イ
（

一勇

欺
(不の
Ⅲ

添口膨真直空垂
Rrl flrm

深 さ5.Oclll

D.鉢
琳 (底部欠) 口径20.Ocm 7

沐 (一部欠) 口雀豊17.4cm 高さ12.Ocm 甍径 5.Oclll 7

沐 (口 縁欠 ) 底径 5.Oclll

E.器台
詩育

(中央部 )
中央直径
10 0cm

第4表 本村遺跡主要遺物一覧表
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第13図 本村遺跡と周辺実測図 (縮尺1/800)
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0        1        2m
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9

土層名

1 耕土層
4 砂質褐色土層
7 白色細砂層

砂質褐色土層

砂質黄褐色土層

白色粗砂層

第15図 本村遺跡 断面図 (縮尺1/80)
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第17図 本村遺跡出土遺物略図② (縮尺4/1)
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0               10cm

第18図 本村遺跡出土遺物略図③ (縮尺4/1)

次に,弥生時代前期の土器数点の出土を見たことは,
が中心 (丸亀平野～行末,三井)(三豊平野～室本)で ,

考を促す資料を提供したものといえる。

最後に,今回調査の池田町本村遺跡は,既述の通り縄

文時代から弥生後期に及ぶ遺物の出土地であるが,住居跡

或いはその他当時の遺跡についてはこれを確認すること

が出来なかった。ただ,当地の遺物包含層の状況に見ら

れる4区から7区 にいたる間の粗砂層の変化,並びにE

Fの粗砂層が,北から南へ急角度に低 くなっていること,

出土土器片の中に表面や割れ日が著しく磨滅しているも

のが数多く見られること等を合わせ考えると,谷川の流

れていたところか,ヤ ずヽれにしても隣接地よりも低地で,

しかも当時の住居地に近いところであったと推定できる。

注1 現在,瀬戸内海歴史民俗資料館に保管されている本村遺
跡出土土器が,安部氏が試掘した時の遺物と考えられる (平成

19年 10月確認)。 編集者注。

以上が調査団の概報であり,第 13～ 18図 と写真図版

8～ 4は ,概報の図版である。これら資料によると,調

査地は砂質土層または砂層の堆積が約 2mあ り,遺構は

確認できないが弥生土器を主体とした遺物が堆積層から

まとまって出土していることから,弥生時代を中心とし

た旧1可道力瑚里没していたことが分かる。地形図からも南

北方向に走る土地区画の乱れが見られ,春 日川の旧河道

が存在していたことが判読できる。

次に出土遺物であるが,縄文後期と推定される磨消縄

文の上器が出上していることは注目でき,縄文後期の遺

跡が上流域に存在すると想定される。もっとも数量が多

いのは,弥生後期前半の上器であり,付近に集落が存在

していた可能性を示唆している。

これによって,従来讃岐の農耕文化の開始は,西

東が遅れていたと考えられがちであった傾向に再

′`
イ
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第19図 本村遺跡 周辺地形図 (縮尺1/2,500)
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l Aト レンチ完掘状況 (南から) 2 Eト レンチ完掘状況 (西から)
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1 調査前の現場全景 2 4区 発掘作業

4 5区 遺物群

5 遺物番号 18出土状況 6 調査終了後 ,埋め戻した現場全景
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所収遺跡名 種 別 主 な 時 代 主な遺構 主な遺物 特記事項

光専寺山遺跡 集 落 弥生時代前期 包含層
弥生土器,石義 土師質土器

須恵器,瓦

竹元遺跡 集 落 弥生時代後期 不  明 弥生土器

高野廃寺 寺 院 奈良～平安 包含層 須恵器,土師器,瓦

本村遺跡 旧河道 弥生時代後期 旧河道 縄文土器,弥生土器,石器,鉄器
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